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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年6月30日(2016.6.30)

【公表番号】特表2015-516405(P2015-516405A)
【公表日】平成27年6月11日(2015.6.11)
【年通号数】公開・登録公報2015-038
【出願番号】特願2015-510812(P2015-510812)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 475/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  51/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  475/04     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ   49/02     　　　Ｃ
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年5月2日(2016.5.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
【化１】

式中、
Ａは、アミノ酸であり、
Ｂは、Ｎ、ＯおよびＳから独立して選択される少なくとも１個のヘテロ原子を含む５員ま
たは６員ヘテロ環であり、
Ｘ１～Ｘ５は、互いに独立して、ＮまたはＣであり、
Ｒ１、Ｒ２は、互いに独立して、Ｈ、Ｈａｌ、－ＯＲ７、－ＮＲ８Ｒ９、Ｃ１～Ｃ１２ア
ルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル
、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル、（Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ）カルボニルおよび（Ｃ１～Ｃ１
２アルキルアミノ）カルボニルであり、Ｒ７は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、Ｒ

８、Ｒ９は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、直鎖または分枝Ｃ１～Ｃ１２アルキルから
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選択され、非置換であるかまたは少なくとも１つのＣＮ、ＨａｌもしくはＮＯ２で置換さ
れており、組み込まれた、隣接していないＣＨ２基の１つ以上は、独立して、－Ｏ－、－
ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ’－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられ
ていてもよく、Ｒ’は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、
Ｒ３、Ｒ４は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、イミノメチル、ニトロソ、Ｃ１～Ｃ１２
アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、ハロ置換Ｃ１～Ｃ１２
アルカノイルであり、
ｐは、０、１または２であり、
ｑは、１～７の値を有し、
ｒは、０または１である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
【化２】

式中、
Ａは、アミノ酸であり、
Ｚ１～Ｚ４は、互いに独立して、Ｎ、Ｏ、ＳまたはＣであり、但し、式Ｉａでは、Ｚ１お
よびＺ４の少なくとも一方が、Ｎ、ＯまたはＳであり、式Ｉｂでは、Ｚ１、Ｚ２およびＺ

３の少なくとも１つが、Ｎ、ＯまたはＳであり、
Ｘ１～Ｘ５は、互いに独立して、ＮまたはＣであり、
Ｒ１、Ｒ２は、互いに独立して、Ｈ、Ｈａｌ、－ＯＲ７、－ＮＲ８Ｒ９、Ｃ１～Ｃ１２ア
ルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル
、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル、（Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ）カルボニルおよび（Ｃ１～Ｃ１
２アルキルアミノ）カルボニルであり、Ｒ７は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、Ｒ

８、Ｒ９は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、直鎖または分枝Ｃ１～Ｃ１２アルキルから
選択され、非置換であるかまたは少なくとも１つのＣＮ、ＨａｌもしくはＮＯ２で置換さ
れており、組み込まれた、隣接していないＣＨ２基の１つ以上は、独立して、－Ｏ－、－
ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ’－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられ
ていてもよく、Ｒ’は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、
Ｒ３、Ｒ４は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、イミノメチル、ニトロソ、Ｃ１～Ｃ１２
アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、ハロ置換Ｃ１～Ｃ１２
アルカノイルであり、
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ｐは、０、１または２であり、
ｑは、１～７の値を有し、
ｒは、０または１である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
【化３】

式中、
Ａは、アミノ酸であり、
Ｚ１～Ｚ４は、互いに独立して、ＮまたはＣであり、但し、Ｚ１およびＺ４の少なくとも
一方は、Ｎであり、
Ｘ１～Ｘ５は、互いに独立して、ＮまたはＣであり、
Ｒ１、Ｒ２は、互いに独立して、Ｈ、Ｈａｌ、－ＯＲ７、－ＮＲ８Ｒ９、Ｃ１～Ｃ１２ア
ルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル
、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル、（Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ）カルボニルおよび（Ｃ１～Ｃ１
２アルキルアミノ）カルボニルであり、Ｒ７は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、Ｒ

８、Ｒ９は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、直鎖または分枝Ｃ１～Ｃ１２アルキルから
選択され、非置換であるかまたは少なくとも１つのＣＮ、ＨａｌもしくはＮＯ２で置換さ
れており、組み込まれた、隣接していないＣＨ２基の１つ以上は、独立して、－Ｏ－、－
ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ’－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－で独立して置き
換えられており、Ｒ’は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、
Ｒ３、Ｒ４は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、イミノメチル、ニトロソ、Ｃ１～Ｃ１２
アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、ハロ置換Ｃ１～Ｃ１２
アルカノイルであり、
ｐは、０、１または２であり、
ｑは、１～７の値であり、
ｒは、０または１である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
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【化４】

式中、
Ａは、アミノ酸であり、
Ｂは、Ｎ、ＯおよびＳから独立して選択される少なくとも１個のヘテロ原子を含む５員ま
たは６員ヘテロ環であり、
Ｘ１～Ｘ５は、互いに独立して、ＮまたはＣであり、
Ｒ１、Ｒ２は、互いに独立して、Ｈ、Ｈａｌ、－ＯＲ７、－ＮＲ８Ｒ９、Ｃ１～Ｃ１２ア
ルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル
、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル、（Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ）カルボニルおよび（Ｃ１～Ｃ１
２アルキルアミノ）カルボニルであり、Ｒ７は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、Ｒ

８、Ｒ９は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、直鎖または分枝Ｃ１～Ｃ１２アルキルから
選択され、非置換であるかまたは少なくとも１つのＣＮ、ＨａｌもしくはＮＯ２で置換さ
れており、組み込まれた、隣接していないＣＨ２基の１つ以上は、独立して、－Ｏ－、－
ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ’－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられ
ていてもよく、Ｒ’は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、
Ｒ３、Ｒ４は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、イミノメチル、ニトロソ、Ｃ１～Ｃ１２
アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、ハロ置換Ｃ１～Ｃ１２
アルカノイルであり、
ｐは、０、１または２であり、
ｑは、１～７の値を有し、
ｒは、０または１である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
【化５】

式中、
Ａは、アミノ酸であり、
Ｚ１～Ｚ３は、互いに独立して、Ｎ、Ｏ、ＳまたはＣであり、但し、Ｚ１、Ｚ２およびＺ

３の少なくとも１つは、Ｎ、ＯまたはＳであり、
Ｘ１～Ｘ５は、互いに独立して、ＮまたはＣであり、
Ｒ１、Ｒ２は、互いに独立して、Ｈ、Ｈａｌ、－ＯＲ７、－ＮＲ８Ｒ９、Ｃ１～Ｃ１２ア
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ルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル
、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル、（Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ）カルボニルおよび（Ｃ１～Ｃ１
２アルキルアミノ）カルボニルであり、Ｒ７は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、Ｒ

８、Ｒ９は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、直鎖または分枝Ｃ１～Ｃ１２アルキルから
選択され、非置換であるかまたは少なくとも１つのＣＮ、ＨａｌもしくはＮＯ２で置換さ
れており、組み込まれた、隣接していないＣＨ２基の１つ以上は、独立して、－Ｏ－、－
ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ’－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられ
ていてもよく、Ｒ’は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、
Ｒ３、Ｒ４は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、イミノメチル、ニトロソ、Ｃ１～Ｃ１２
アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、ハロ置換Ｃ１～Ｃ１２
アルカノイルであり、
ｐは、０、１または２であり、
ｑは、１～７の値を有し、
ｒは、０または１である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
【化６】

式中、
Ａは、アミノ酸であり、
Ｚ１～Ｚ４は、互いに独立して、ＮまたはＣであり、但し、Ｚ１およびＺ４の少なくとも
一方は、Ｎであり、
Ｘ１～Ｘ５は、互いに独立して、ＮまたはＣであり、
Ｒ１、Ｒ２は、互いに独立して、Ｈ、Ｈａｌ、－ＯＲ７、－ＮＲ８Ｒ９、Ｃ１～Ｃ１２ア
ルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル
、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル、（Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ）カルボニルおよび（Ｃ１～Ｃ１
２アルキルアミノ）カルボニルであり、Ｒ７は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、Ｒ

８、Ｒ９は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、直鎖または分枝Ｃ１～Ｃ１２アルキルから
選択され、非置換であるかまたは少なくとも１つのＣＮ、ＨａｌもしくはＮＯ２で置換さ
れており、組み込まれた、隣接していないＣＨ２基の１つ以上は、独立して、－Ｏ－、－
ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ’－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられ
ていてもよく、Ｒ’は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、
Ｒ３、Ｒ４は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、イミノメチル、ニトロソ、Ｃ１～Ｃ１２
アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、ハロ置換Ｃ１～Ｃ１２
アルカノイルであり、
ｐは、０、１または２であり、
ｑは、１～７の値を有し、
ｒは、０または１である。
【手続補正７】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
【化７】

式中、
Ａは、アミノ酸であり、
Ｚ１～Ｚ４は、互いに独立して、ＮまたはＣであり、
Ｘ１～Ｘ５は、互いに独立して、ＮまたはＣであり、
Ｒ１、Ｒ２は、互いに独立して、Ｈ、Ｈａｌ、－ＯＲ７、－ＮＲ８Ｒ９、Ｃ１～Ｃ１２ア
ルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル
、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル、（Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ）カルボニルおよび（Ｃ１～Ｃ１
２アルキルアミノ）カルボニルであり、Ｒ７は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、Ｒ

８、Ｒ９は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、直鎖または分枝Ｃ１～Ｃ１２アルキルから
選択され、非置換であるかまたは少なくとも１つのＣＮ、ＨａｌもしくはＮＯ２で置換さ
れており、組み込まれた、隣接していないＣＨ２基の１つ以上は、独立して、－Ｏ－、－
ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ’－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられ
ていてもよく、Ｒ’は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、
Ｒ３、Ｒ４は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、イミノメチル、ニトロソ、Ｃ１～Ｃ１２
アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、ハロ置換Ｃ１～Ｃ１２
アルカノイルであり、
ｐは、０、１または２であり、
ｑは、１～７の値を有し、
ｒは、０または１である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
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【化８】

式中、
Ｘ１～Ｘ５は、互いに独立して、ＮまたはＣであり、
Ｘ６、Ｘ７は、互いに独立して、Ｃ、ＮまたはＯであり、
Ｒ１、Ｒ２は、互いに独立して、Ｈ、Ｈａｌ、－ＯＲ７、－ＮＲ８Ｒ９、Ｃ１～Ｃ１２ア
ルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル
、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル、（Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ）カルボニルおよび（Ｃ１～Ｃ１
２アルキルアミノ）カルボニルであり、Ｒ７は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、Ｒ

８、Ｒ９は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、直鎖または分枝Ｃ１～Ｃ１２アルキルから
選択され、非置換であるかまたは少なくとも１つのＣＮ、ＨａｌもしくはＮＯ２で置換さ
れており、組み込まれた、隣接していないＣＨ２基の１つ以上は、独立して、－Ｏ－、－
ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ’－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられ
ていてもよく、Ｒ’は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、
Ｒ３、Ｒ４は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、イミノメチル、ニトロソ、Ｃ１～Ｃ１２
アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、ハロ置換Ｃ１～Ｃ１２
アルカノイルであり、
Ｒ５、Ｒ６は、互いに独立して、Ｈまたは直鎖もしくは分枝Ｃ１～Ｃ１２アルキルであり
、非置換であるかまたは少なくとも１つのＣＮ、ＨａｌもしくはＮＯ２で置換されており
、組み込まれた、隣接していないＣＨ２基の１つ以上は、独立して、－Ｏ－、－ＣＯ－、
－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ’－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられていても
よく、Ｒ’は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、
ｐは、０、１または２であり、
ｑは、１～７の値を有し、
ｒは、０または１である。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
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【化１０】

式中、
Ｒ５、Ｒ６は、互いに独立して、Ｈまたは直鎖もしくは分枝Ｃ１～Ｃ１２アルキルであり
、非置換であるか、または少なくとも１つのＣＮ、Ｈａｌ、もしくはＮＯ２で置換されて
おり、組み込まれた、隣接していないＣＨ２基の１つ以上は、独立して、－Ｏ－、－ＣＯ
－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ’－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられてい
てもよく、Ｒ’は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルである。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
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【化１１】

式中、
Ｘ１～Ｘ５は、互いに独立して、ＮまたはＣであり、
Ｘ６、Ｘ７は、互いに独立して、Ｃ、ＮまたはＯであり、
Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｄは、互いに独立して、Ｈまたは１８Ｆであり、但し、Ｒａ、Ｒｂ

、Ｒｃ、Ｒｄのうち１つは、１８Ｆであり、
Ｒ１、Ｒ２は、互いに独立して、Ｈ、Ｈａｌ、－ＯＲ７、－ＮＲ８Ｒ９、Ｃ１～Ｃ１２ア
ルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル
、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル、（Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ）カルボニルおよび（Ｃ１～Ｃ１
２アルキルアミノ）カルボニルであり、Ｒ７は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、Ｒ

８、Ｒ９は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、直鎖または分枝Ｃ１～Ｃ１２アルキルから
選択され、非置換であるかまたは少なくとも１つのＣＮ、ＨａｌもしくはＮＯ２で置換さ
れており、組み込まれた、隣接していないＣＨ２基の１つ以上は、独立して、－Ｏ－、－
ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ’－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられ
ていてもよく、Ｒ’は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、
Ｒ３、Ｒ４は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、イミノメチル、ニトロソ、Ｃ１～Ｃ１２
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アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、ハロ置換Ｃ１～Ｃ１２
アルカノイルであり、
Ｒ５、Ｒ６は、互いに独立して、Ｈまたは直鎖もしくは分枝Ｃ１～Ｃ１２アルキルであり
、非置換であるかまたは少なくとも１つのＣＮ、ＨａｌもしくはＮＯ２で置換されており
、組み込まれた、隣接していないＣＨ２基の１つ以上は、独立して、－Ｏ－、－ＣＯ－、
－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ’－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられていても
よく、Ｒ’は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、
ｐは、０、１または２であり、
ｑは、１～７の値を有し、
ｒは、０または１である。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
【化１２】

式中、
Ｘ１～Ｘ５は、互いに独立して、ＮまたはＣであり、
Ｘ６、Ｘ７は、互いに独立して、Ｃ、ＮまたはＯであり、
Ｒ１、Ｒ２は、互いに独立して、Ｈ、Ｈａｌ、－ＯＲ７、－ＮＲ８Ｒ９、Ｃ１～Ｃ１２ア
ルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル
、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル、（Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ）カルボニルおよび（Ｃ１～Ｃ１
２アルキルアミノ）カルボニルであり、Ｒ７は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、Ｒ

８、Ｒ９は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、直鎖または分枝Ｃ１～Ｃ１２アルキルから
選択され、非置換であるかまたは少なくとも１つのＣＮ、ＨａｌもしくはＮＯ２で置換さ
れており、組み込まれた、隣接していないＣＨ２基の１つ以上は、独立して、－Ｏ－、－
ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ’－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられ
ていてもよく、Ｒ’は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、
Ｒ３、Ｒ４は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、イミノメチル、ニトロソ、Ｃ１～Ｃ１２
アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、ハロ置換Ｃ１～Ｃ１２
アルカノイルであり、
Ｒ５、Ｒ６は、互いに独立して、Ｈまたは直鎖もしくは分枝Ｃ１～Ｃ１２アルキルであり
、非置換であるかまたは少なくとも１つのＣＮ、ＨａｌもしくはＮＯ２で置換されており



(11) JP 2015-516405 A5 2016.6.30

、組み込まれた、隣接していないＣＨ２基の１つ以上は、独立して、－Ｏ－、－ＣＯ－、
－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ’－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられていても
よく、Ｒ’は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、
ｐは、０、１または２であり、
ｑは、１～７の値を有し、
ｒは、０または１である。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　さらに詳細な実施形態では、基Ｒ５、Ｒ６は、本発明のすべての化合物において出現す
るとき、好ましくは、互いに独立して、Ｈまたは直鎖もしくは分枝Ｃ１～Ｃ１２アルキル
であり、非置換であるかまたは少なくとも１つのＣＮ、ＨａｌもしくはＮＯ２で置換され
ており、組み込まれた、隣接していないＣＨ２基の１つ以上は、独立して、－Ｏ－、－Ｃ
Ｏ－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ’－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられて
いてもよく、Ｒ’は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルである。基Ｒ５、Ｒ６は、より好まし
くは、互いに独立して、Ｈ、メチル、エチルまたはｔｅｒｔ－ブチルである。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項７】
　式ＩＶｆまたはＩＶｇ
【化６】

［式中、
Ｒ５、Ｒ６は、互いに独立して、Ｈまたは直鎖状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ１２アルキルで
あり、非置換であるかまたは少なくとも１つのＣＮ、ＨａｌもしくはＮＯ２で置換されて
おり、組み込まれた、隣接していないＣＨ２基の１つ以上は、独立して、－Ｏ－、－ＣＯ
－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ’－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられてい
てもよく、Ｒ’は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルである］
を有する請求項１～６のいずれか一つに記載の化合物または薬学的に許容されるその塩。
【手続補正１４】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１０】
　式ＶＩＩおよびＶＩＩＩ
【化９】

［式中、
Ａは、アミノ酸であり、
Ｚ１～Ｚ４は、互いに独立して、ＮまたはＣであり、
Ｒ３、Ｒ４は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、イミノメチル、ニトロソ、Ｃ１～Ｃ１２
アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、ハロ置換Ｃ１～Ｃ１２
アルカノイルであり、
Ｙ１、Ｙ２は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、直鎖状または分枝状Ｃ１～Ｃ１２アルキ
ルから選択され、非置換であるかまたは少なくとも１つのＣＮ、ＨａｌもしくはＮＯ２で
置換されており、組み込まれた、隣接していないＣＨ２基の１つ以上は、独立して、－Ｏ
－、－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ’－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－で置き換
えられていてもよく、Ｒ’は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルである］
を有する、請求項１～９のいずれか一つに記載の化合物または薬学的に許容されるその塩
。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１３】
　式ＸＩＩａ、ＸＩＩｂ、ＸＩＩｃ、ＸＩＩｄ、ＸＩＩｅ、ＸＩＩｆ
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【化１２】

［式中、



(14) JP 2015-516405 A5 2016.6.30

Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｄは、互いに独立して、１８ＦまたはＨであり、但し、Ｒａ、Ｒｂ

、Ｒｃ、Ｒｄのうち１つが１８Ｆであり、
Ｒ３、Ｒ４は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、イミノメチル、ニトロソ、Ｃ１～Ｃ１２
アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルカノイル、ハロ置換Ｃ１～Ｃ１２
アルカノイルであり、
Ｒ５、Ｒ６は、互いに独立して、Ｈまたは直鎖状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ１２アルキルで
あり、非置換であるかまたは少なくとも１つのＣＮ、ＨａｌもしくはＮＯ２で置換されて
おり、組み込まれた、隣接していないＣＨ２基の１つ以上は、独立して、－Ｏ－、－ＣＯ
－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ’－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられてい
てもよく、Ｒ’は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、
Ｙ１、Ｙ２は、互いに独立して、Ｈ、ホルミル、直鎖状または分枝状Ｃ１～Ｃ１２アルキ
ルから選択され、非置換であるかまたは少なくとも１つのＣＮ、ＨａｌもしくはＮＯ２で
置換されており、組み込まれた、隣接していないＣＨ２基の１つ以上は、独立して、－Ｏ
－、－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ’－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－で置き換
えられていてもよく、Ｒ’は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルである］
を有する請求項１～１２のいずれか一つに記載の化合物または薬学的に許容されるその塩
。
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